
前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

（注）１ 事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称 

(1）事業区分の方法 

事業区分の方法は、製品種類別区分を基本として分類しております。 

(2）各事業区分の主要製品 

２ 営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、 千円であり、その主なも

のは親会社本社の管理部門等に係る費用であります。 

３ 資産のうち消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、 千円であり、その主なものは、親会

社本社の余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券等）及び本社管理部門に係る資産等

であります。 

４ 減価償却費及び資本的支出には、長期前払費用とその償却額が含まれております。 

  

前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（セグメント情報等）

ａ．事業の種類別セグメント情報

  
耐火物等 
（千円） 

エンジニアリ
ング（千円）

不動産賃貸事
業（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益   

売上高   

(1）外部顧客に対する売上高  5,220,256  1,252,261  313,119  6,785,636  ─  6,785,636

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 11,407  ─  ─  11,407 (11,407)  ─

計  5,231,663  1,252,261  313,119  6,797,043 (11,407)  6,785,636

営業費用  5,139,434  1,211,514  98,344  6,449,292  411,654  6,860,946

営業利益又は営業損失

（△） 
 92,229  40,747  214,775  347,751 (423,061)  △75,310

Ⅱ 資産、減価償却費及び資本

的支出 
  

資産  5,716,026  24,710  961,168  6,701,904  2,427,962  9,129,866

減価償却費  210,422  4,209  37,835  252,466  47,772  300,238

資本的支出  152,302  57  ─  152,359  3,626  155,985

事業区分 主要製品 

耐火物等 黒鉛坩堝 定形耐火物 不定形耐火物 鋳物材料等 

エンジニアリング 工業窯炉の設計施工、炉修等 

不動産賃貸事業 不動産の賃貸 

423,061

2,427,962

ｂ．所在地別セグメント情報

ｃ．海外売上高
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当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

１．報告セグメントの概要 

当社は、事業の種類別セグメントを構成単位とした「耐火物等」、「エンジニアリング」、「不動産賃貸事

業等」の３事業を報告セグメントとしております。  

「耐火物等事業」は、黒鉛坩堝・定形耐火物及び不定形耐火物の製造販売、「エンジニアリング事業」は、

各種工業炉の設計施工及び付帯する機器類の販売、「不動産賃貸事業」は建物、駐車場賃貸を行っておりま

す。 

これらの構成単位は、国内において包括的な戦略のもと事業を展開しており、それぞれ分離された財務情報

が入手可能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、棚卸資産の評価基準を除き、「連結財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事項」における記載と概ね同一であります。 

  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

注）１．セグメント利益の調整額 千円は、主に報告セグメントに帰属しない本社部門の人件費及び経費で

あります。 

  ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

 （追加情報） 

  当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27日）及

び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適

用しております。  

   

  リース取引、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプション等、税効果会計、賃貸等不

動産、関連当事者、企業結合等に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられ

るため開示を省略いたします。 

ｄ．セグメント情報

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

連結損益計算
書計上額 
（注）２ 耐火物等 

エンジニア
リング 

不動産賃貸事
業 

計 

売上高             

外部顧客への売上高  6,193,877  1,443,437  249,354  7,886,668  －  7,866,668

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 13,560  －  －  13,560  △13,560  －

計  6,207,437  1,443,437  249,354  7,900,228  △13,560  7,886,668

セグメント利益  623,893  67,880  142,713  834,486  △484,218  350,268

セグメント資産  6,035,282  21,572  865,464  6,922,318  2,782,591  9,704,909

セグメント利益   

 減価償却費  190,806  2,475  34,661  227,942  26,715  254,657

 有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
 141,513  1,332  －  142,845  810  143,655

△484,218

（開示の省略）
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（注）算定上の基礎  

１． １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

２ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

  該当事項はありません。 

  

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１株当たり純資産額 円187.22

１株当たり当期純利益金額 円2.67

１株当たり純資産額 円202.51

１株当たり当期純利益金額 円17.83

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式がないため、記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式がないため、記載しておりません。 

  
前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当期純利益（千円）  36,083  241,122

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（千円）  36,083  241,122

期中平均株式数（千株）  13,522  13,521

  
前連結会計年度 

（平成22年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成23年３月31日） 

純資産の部の合計額（千円）  2,540,987  2,752,584

純資産の部の合計から控除する金額（千円）  9,388  14,512

（うち少数株主持分）  (9,388)  (14,512)

普通株式に係る期末の純資産額（千円）  2,531,599  2,738,072

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の

数（千株） 
 13,522  13,521

（重要な後発事象）
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